
［その他意見］・是非とも給付金を支給していただきたい、他を切詰め経費(人権費)の捻出が一生懸命な状態、
　　　　　　　・船で感染症が発症するなどした場合最悪の事態を迎えるため感染症予防対策に更なる補助をいただきたい

※飲食業及びサンプル数10以上の業種を、次ページより業種毎にまとめております。

その他：景気回復、記載なし

その他：コロナ疑いのある方または接触された方の利用停止

令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

その他：サービス業、医療業、介護福祉業、情報通信業、リフォーム業、清掃業、
　　　　整体、ソフト設計、美容業、理容業

その他：卸売業も多分に影響を受けている、各種価格改定があり業務が追いつかない、
　　　　顧客数の減少（新規・既存含む）、感染者・濃厚接触者への対応増

その他：円安による同一商品の購入費用増、消耗品・備品の値上げ、車輛部品代、
　　　　修理代、電力費

その他：輸入材料が調達できず代替品を輸入手続きするも調達困難、
　　　　ウッドショックによる内装工事の価格上昇、仕入れ先の商材遅延

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 2

③今後の雇用の維持は困難, 2

④雇用の影響はない, 41

⑤人手不足が続いている, 28

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 22

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 8

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 14

④事業継続に向けた補助金の支給, 17

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 0

⑥専門家による相談会の開催, 2

⑦物価高騰に対する支援, 16

⑧燃料費等に対する支援, 21

⑨感染症予防対策への補助金, 22

⑩特になし, 11

⑪その他, 2

0 5 10 15 20 25

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①原材料・部品価格の上昇, 57

②エネルギー価格の上昇, 45

③原材料部品の調達難, 25

④影響はない, 6

⑤その他, 3

0 10 20 30 40 50 60

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 46

②原材料, 49

③輸送費, 25

④その他, 5

0 10 20 30 40 50 60

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 14

②納期（販売）の遅延・縮小, 18

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 3

④その他, 2

0 5 10 15 20

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%

➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）
①0人, 3

4%

②1～5人, 18

25%

③6～20人, 19

26%

④21～100人, 28

39%

⑤101～300人, 4

6%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 69

96%

②営業時間を短縮して営業, 

2, 3%

③一時的に休業, 0, 0%

➃その他, 1, 1%

3.現在の営業状況について

①100以上, 15

21%

②90～99, 

27, 37%

③70～89, 

18, 25%

④50～69, 9

13%

⑤50未満, 3, 4% ⑥わからない, 0, 0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 14

20%

②90～99, 

29, 40%

③70～89, 

14, 19%

④50～69, 6, 8%

⑤50未満, 2, 3%
⑥わからない, 7, 10%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について



令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果（小売業抜粋）

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

①0人, 1

7%

②1～5人, 6

43%③6～20

人, 3

22%

④21～100人, 2

14%

⑤101～300人, 2

14%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 14

100%

②営業時間を短縮して営業, 

0, 0%

③一時的に休業, 0, 0%

➃その他, 0

0%

3.現在の営業状況について

①100以上, 5

36%

②90～99, 

2, 14%

③70～89, 

3, 22%

④50～69, 3

21%

⑤50未満, 1

7%

⑥わからない, 0

0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 4

29%

②90～99, 

2, 14%③70～89, 

4, 29%

④50～69, 2

14%

⑤50未満, 0

0%

⑥わからない, 2

14%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について

①原材料・部品価格の上昇, 10

②エネルギー価格の上昇, 8

③原材料部品の調達難, 5

④影響はない, 2

⑤その他, 1

0 2 4 6 8 10 12

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 6

②原材料, 8

③輸送費, 8

④その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 3

②納期（販売）の遅延・縮小, 5

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 0

④その他, 0

0 1 2 3 4 5 6

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

【小売業抜粋】

全体割合：14件／72件（18％）

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 0

③今後の雇用の維持は困難, 0

④雇用の影響はない, 11

⑤人手不足が続いている, 3

0 2 4 6 8 10 12

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 5

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 2

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 2

④事業継続に向けた補助金の支給, 2

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 0

⑥専門家による相談会の開催, 0

⑦物価高騰に対する支援, 2

⑧燃料費等に対する支援, 1

⑨感染症予防対策への補助金, 3

⑩特になし, 5

⑪その他, 1

0 1 2 3 4 5 6

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%

➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）



令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果（飲食業抜粋）

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

①0人, 0

0%

②1～5人, 3

43%

③6～20人, 2

29%

④21～100人, 1

14%

⑤101～300人, 1

14%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 5

71%

②営業時間を短縮して営業, 

2, 29%

③一時的に休業, 0, 0%
➃その他, 0

0%

3.現在の営業状況について

①100以上, 0

0%

②90～99, 

4, 57%

③70～89, 

1, 15%

④50～69, 1

14%

⑤50未満, 1

14%

⑥わからない, 0

0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 0

0%

②90～99, 

4, 57%

③70～89, 

1, 15%

④50～69, 0

0%

⑤50未満, 1

14%

⑥わからない, 1

14%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について

①原材料・部品価格の上昇, 6

②エネルギー価格の上昇, 7

③原材料部品の調達難, 3

④影響はない, 0

⑤その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 7

②原材料, 6

③輸送費, 3

④その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 1

②納期（販売）の遅延・縮小, 2

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 1

④その他, 0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 1

③今後の雇用の維持は困難, 1

④雇用の影響はない, 1

⑤人手不足が続いている, 4

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 5

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 0

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 1

④事業継続に向けた補助金の支給, 4

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 0

⑥専門家による相談会の開催, 0

⑦物価高騰に対する支援, 1

⑧燃料費等に対する支援, 3

⑨感染症予防対策への補助金, 4

⑩特になし, 0

⑪その他, 0

0 1 2 3 4 5 6

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%

➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）



令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果（建設業抜粋）

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

①0人, 0

0%

②1～5人, 2

20%

③6～20人, 5

50%

④21～100人, 3

30%

⑤101～300人, 0

0%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 10

100%

②営業時間を短縮して営業, 

0, 0%

③一時的に休業, 0, 0% ➃その他, 0

0%

3.現在の営業状況について

①100以上, 1

10%

②90～99, 

3, 30%

③70～89, 

2, 20%

④50～69, 2

20%

⑤50未満, 2

20%

⑥わからない, 0

0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 1

10%

②90～99, 

3, 30%

③70～89, 

1, 10%

④50～69, 2

20%

⑤50未満, 1

10%

⑥わからない, 2

20%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について

①原材料・部品価格の上昇, 9

②エネルギー価格の上昇, 6

③原材料部品の調達難, 2

④影響はない, 0

⑤その他, 0

0 2 4 6 8 10

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 5

②原材料, 8

③輸送費, 2

④その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 2

②納期（販売）の遅延・縮小, 2

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 0

④その他, 0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 0

③今後の雇用の維持は困難, 1

④雇用の影響はない, 3

⑤人手不足が続いている, 6

0 1 2 3 4 5 6 7

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 3

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 3

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 3

④事業継続に向けた補助金の支給, 4

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 0

⑥専門家による相談会の開催, 0

⑦物価高騰に対する支援, 1

⑧燃料費等に対する支援, 1

⑨感染症予防対策への補助金, 3

⑩特になし, 1

⑪その他, 1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%
➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）



令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果（製造業抜粋）

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

①0人, 1

7%

②1～5人, 0

0%

③6～20人, 2

14%

④21～100人, 10

72%

⑤101～300人, 1

7%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 14

100%

②営業時間を短縮して営業, 

0, 0%

③一時的に休業, 0, 0%

➃その他, 0

0%

3.現在の営業状況について

①100以上, 3

22%

②90～99, 

8, 57%

③70～89, 

3, 21%

④50～69, 0

0%

⑤50未満, 0

0% ⑥わからない, 0

0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 2

14%

②90～99, 

9, 65%

③70～89, 

2, 14%

④50～69, 0

0%

⑤50未満, 0

0%

⑥わからない, 1

7%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について

①原材料・部品価格の上昇, 13

②エネルギー価格の上昇, 8

③原材料部品の調達難, 2

④影響はない, 0

⑤その他, 1

0 2 4 6 8 10 12 14

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 7

②原材料, 13

③輸送費, 7

④その他, 1

0 2 4 6 8 10 12 14

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 2

②納期（販売）の遅延・縮小, 1

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 1

④その他, 0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 0

③今後の雇用の維持は困難, 0

④雇用の影響はない, 10

⑤人手不足が続いている, 4

0 2 4 6 8 10 12

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 2

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 1

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 1

④事業継続に向けた補助金の支給, 2

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 1

⑥専門家による相談会の開催, 2

⑦物価高騰に対する支援, 3

⑧燃料費等に対する支援, 6

⑨感染症予防対策への補助金, 4

⑩特になし, 1

⑪その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%

➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）



令和4年度 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等による企業活動への影響等に関するアンケート

集計結果（その他抜粋）

［　調査期間：令和4年9月1日～9月16日　／　調査対象：下松商工会議所会員事業所　／　回収：72件　］

①0人, 1

6%

②1～5人, 4

22%

③6～20人, 7

39%

④21～100人, 6

33%

⑤101～300人, 0

0%

⑥301人以上, 0

0%

2.従業員数について

①通常どおり営業, 17

94%

②営業時間を短縮して営業, 

0, 0%

③一時的に休業, 0, 0% ➃その他, 1

6%

3.現在の営業状況について

①100以上, 5

28%

②90～99, 

5, 28%

③70～89, 

7, 39%

④50～69, 1

5%

⑤50未満, 0

0% ⑥わからない, 0

0%

4.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年上期（1月～6月）の売上高につ

いて

①100以上, 6

33%

②90～99, 

7, 39%

③70～89, 

3, 17%

④50～69, 1

5%

⑤50未満, 0

0%

⑥わからない, 1

6%

5.通常期（新型コロナウイルスの影響を受けていない

時）と比べた令和4年下期（7月～12月）の見込み売上

高について

①原材料・部品価格の上昇, 12

②エネルギー価格の上昇, 10

③原材料部品の調達難, 8

④影響はない, 2

⑤その他, 2

0 2 4 6 8 10 12 14

6.新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻に

より生じている影響について(複数回答可)

①燃料費, 11

②原材料, 12

③輸送費, 2

④その他, 2

0 2 4 6 8 10 12 14

7.設問6で［①原材料・部品価格の上昇］または［②

エネルギー価格の上昇］を選択された方。

原材料等の価格上昇により増加した経費について（複

数回答可）

①取引先における部品・材料不足による減産に伴う生産調整, 3

②納期（販売）の遅延・縮小, 3

③自社の生産工程における部品・材料不足による生産調整, 1

④その他, 2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

8.設問6で［③原材料部品の調達難］を選択された

方。

原材料部品の調達難で生じている影響について（複数

回答可）

①正規職員を解雇した, 0

②パート、アルバイトを解雇した, 1

③今後の雇用の維持は困難, 0

④雇用の影響はない, 8

⑤人手不足が続いている, 9

0 2 4 6 8 10

9.現在の雇用状況について、生じている影響について

（複数回答可）

①給付金の支給, 4

②資金確保支援の充実（無利子、利子補給等）, 1

③経済活性化政策の実施（商品券事業等）, 3

④事業継続に向けた補助金の支給, 6

⑤相談窓口の充実（中小企業相談所等）, 0

⑥専門家による相談会の開催, 0

⑦物価高騰に対する支援, 5

⑧燃料費等に対する支援, 3

⑨感染症予防対策への補助金, 8

⑩特になし, 2

⑪その他, 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

10.今後、必要とする支援について（3つまで選択可）

①小売業, 14

18%

②飲食業, 7

9%

③建設業, 10

13%

➃製造業, 14

18%

⑤卸売業, 8, 10%

⑥金融・保険業, 1, 1%

⑦不動産業, 2, 2%

⑧運輸業, 4, 5%

⑨宿泊業, 1, 1%

⑩その他, 18, 

23%

1.業種について（複数回答可）


